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事務連絡

平成23年12月6日

OBR選手各位 場所：長居公園野球場

14：00～１5：30

第１3７回大会　Ｂリーグ

第１回戦
標題について下記の通り、お知らせします。

記

去る、平成２３年１２月４日(日）対デノイズとの試合は次の通りです。

1 2 3 4 5 6 7 計 抽選
デノイズ 0 0 0 0 0 1 0 1 4
ＯＢＲ 0 1 0 0 0 0 0 1 5

打 守 打席 打数 得点 安打 打点 二塁 三塁 本塁 三振 四死球 犠打 盗塁 失策
1 8 レイノルド 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 6→1 水本貴 3 3 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0
3 5 上岡 3 3 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0
4 3 加賀 3 3 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0
5 7 福中 3 3 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0
6 1→9 杉田一 3 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
7 2 野崎 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 9→4 島村 2 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
9 4→6 岩本 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

控 杉田善

計　 25 24 1 3 1 1 0 1 5 1 0 2 1

投手 回数 安打 三振 四死球 暴投 自責点

杉田一 3 1 1 2 0 0
水本貴 4 4 1 0 0 1

　　ＯＢＲ、全員野球で勝利をつかむ！

※選手の皆様へ、 毎試合前日には、監督、コーチ陣が集まって作戦会議を行っております。

当日参加される選手は、故障等で体調が思わしくない場合は

前々日までには連絡くださるようお願いします。

ＯＢＲ野球部監督　　杉田善久

ベストメンバーが揃わない中で迎えた１回戦。先発投手は共済会野球大会で好投した杉田一選手が大抜擢。のらりくらり

投法で相手打線から凡打の山を築きます。２回に迎えた無死１,２塁のピンチも岩本選手と水本貴選手の鉄壁の二遊間

でダプルプレー。守備も投手を盛り立てます。

ピンチの後にはチャンス有り。その裏の攻撃。先頭打者の福中選手。２球目の甘いストレートを狙い撃ち！打球はフェン

スの遥か上を越える目の覚める完璧なホームラン！！初スタメン初打席で華々しいデビューを飾ります。

４回から登板した水本貴選手。持ち前の安定感で次々に打者を抑えていきます。しかし、迎えた６回表。先頭打者が出塁

し、次の打者の打球がピッチャーを強襲！一瞬ヒヤッとしましたが、そのまま続投。無死１,２塁のピンチを迎えます。その

後、何とか２アウト２,３塁までこぎつけたものの、迎えた相手４番打者の打球はセンター前へ・・・。

３塁走者はホームイン。２塁走者も逆転を狙い本塁突入！しかし、センターレイノルド選手から本塁への矢のような送球。

キャッチャー野崎選手も本塁をブロック。審判の判定はアウト！！微妙なタイミングでしたが、そこはタッチプレーの魔術

師！野崎選手。日頃培った素晴らしい演技力でアウトをアピール！相手走者にアピールする隙すら与えません。

結局、試合はそのまま引き分け。勝敗の行方は抽選に持ち込まれます。ベストメンバーが揃わない中、全員野球で何と

か引き分けに持ち込んだＯＢＲ。良いムードで試合を戦い終えたことはメンバーの表情に表れていました。その良いムー

ドに相応するかのように抽選も５対４で勝利。見事、全員野球でつかみ取った勝利になりました。
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